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国土交通大臣   中 野  洋 昌  殿 

 

起 業 者  東京都千代田区霞が関二丁目１番３号 
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手 続 の 保 留 の 申 立 書 

 

 下記により、収用又は使用の手続を保留したいので、土地収用法第 31 条及び同法第

138 条第１項において準用する同法第 31 条の規定により申し立てます。 

 

記 

 

１ 起業者の名称   国土交通大臣 

２ 事業の種類  一級河川球磨川水系川辺川ダム建設事業 

３ 収用または使用の手続を保留する起業地 

1 ）土 地  

熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡相良
さ が ら

村 大字四
よ

浦東
うらひがし

字藤田
ふ じ た

、字山手
や ま て

及び字荒瀬
あ ら せ

並びに 

大字四
よ

浦西
うらにし

字堂
どう

迫
ざこ

、字野原
の は ら

、字小平
こ ひ ら

、字中ノ原
なかのはる

、 

字椎葉
し い ば

道
みち

及び字横井
よ こ い

地内 

熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村甲
こう

字野々
の の

脇
わき

、字小濱
こ は ま

、字濱
はま

野
の

、字北瀬目
き た せ め

、字 状
じょうの

越
こし

、 

字宮目
ぐ う め

木
き

、字大平
おおひら

、字三方
さんぽう

谷
たに

、字鶴地
つ る ち

、字辻
つじ

、字打揚
うちあげ

、字下谷
しもたに

、 



 

字板木
い た ぎ

、字下手
し も で

、字田口
た ぐ ち

、字松本
まつもと

、字溝口
みぞんぐち

、字九
つづ

折
ら

瀬
せ

 

及び字鶴
つる

、丙
へい

字古金川
ふるかなごう

、字金川
かなごう

、字清
せい

楽
らく

、字二俣
ふたまた

、字銅山
どうざん

、 

字逆瀬川
さかせごう

、字小八重
こ ば え

、字池
いけ

ノ
ん

鶴
つる

、字中 島
なかんしま

及び字土会
つ て

平
びら

 

並びに乙
おつ

字下
した

小鶴
こ づ る

、字久領
くりょう

、字大角
だいかく

、字扇野
お ぎ の

、字掛
かけ

迫
さこ

、 

字高野鶴
たかんづる

、字高野
た か の

及び字椎葉
し い ば

地内 

 

2 ）漁 業 権 

 [一級河川球磨川水系川辺川] 

   下流 左岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡相良
さ が ら

村大字四
よ

浦東
うらひがし

字荒瀬
あ ら せ

地内 

      右岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡相良
さ が ら

村大字四
よ

浦西
うらにし

字堂
どう

迫
ざこ

地内  から 

   上流 左岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村甲
こう

字九
つづ

折
ら

瀬
せ

地内 

      右岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村甲
こう

字鶴
つる

地内      まで 

 

 [一級河川球磨川水系川辺川右支川椎葉谷川] 

   下流 左岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡相良
さ が ら

村大字四
よ

浦西
うらにし

字野原
の は ら

地内 

      右岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡相良
さ が ら

村大字四
よ

浦西
うらにし

字堂
どう

迫
ざこ

地内  から 

   上流 左岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡相良
さ が ら

村大字四
よ

浦西
うらにし

字椎葉
し い ば

道
みち

地内 

      右岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡相良
さ が ら

村大字四
よ

浦西
うらにし

字中
なか

ノ
の

原
はる

地内 まで 

 

 [一級河川球磨川水系川辺川左支川藤田谷川] 

   下流 左岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡相良
さ が ら

村大字四
よ

浦東
うらひがし

字藤
ふじ

田
た

地内 

      右岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡相良
さ が ら

村大字四
よ

浦東
うらひがし

字山手
や ま て

地内 から 

   上流 左岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡相良
さ が ら

村大字四
よ

浦東
うらひがし

字山手
や ま て

地内 

      右岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡相良
さ が ら

村大字四
よ

浦東
うらひがし

字山手
や ま て

地内 まで 
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 [一級河川球磨川水系川辺川左支川瀬目谷川] 

   下流 左岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村甲
こう

字濱
はま

野
の

地内 

      右岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村甲
こう

字北瀬
き た せ

目
め

地内       から 

   上流 左岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村甲
こう

字濱
はま

野
の

地内 

      右岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村甲
こう

字北瀬
き た せ

目
め

地内      まで 

 

 [一級河川球磨川水系川辺川左支川宮目木川(葛の八重谷川)] 

   下流 左岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村甲
こう

字野々
の の

脇
わき

地内 

      右岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村甲
こう

字 状
じょうの

越
こし

地内        から 

   上流 左岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村甲
こう

字宮目
ぐ う め

木
き

地内 

      右岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村甲
こう

字宮目
ぐ う め

木
き

地内    まで 

 

 [一級河川球磨川水系川辺川右支川逆瀬川(逆瀬川谷川)] 

   下流 左岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村丙
へい

字逆瀬川
さかせごう

地内 

      右岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村丙
へい

字逆瀬川
さかせごう

地内    から 

   上流 左岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村丙
へい

字銅
どう

山
ざん

地内 

      右岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村丙
へい

字銅
どう

山
ざん

地内     まで 

 

 [一級河川球磨川水系川辺川左支川三方谷川] 

   下流 左岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村甲
こう

字三方
さんぽう

谷
だに

地内 

      右岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村甲
こう

字三方
さんぽう

谷
だに

地内       から 

   上流 左岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村甲
こう

字三方
さんぽう

谷
だに

地内 

      右岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村甲
こう

字三方
さんぽう

谷
だに

地内       まで 
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 [一級河川球磨川水系川辺川左支川板木川(板木谷川)] 

   下流 左岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村甲
こう

字板
いた

木
ぎ

地内 

      右岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村甲
こう

字板
いた

木
ぎ

地内         から 

   上流 左岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村甲
こう

字板
いた

木
ぎ

地内 

      右岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村甲
こう

字板
いた

木
ぎ

地内         まで 

 

 [一級河川球磨川水系川辺川右支川五木小川] 

   下流 左岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村丙
へい

字小八重
こ ば え

地内 

      右岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村丙
へい

字小八重
こ ば え

地内     から 

   上流 左岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村乙
おつ

字椎葉
し い ば

地内 

      右岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村丙
へい

字土会
つ て

平
びら

地内    まで 

 

[一級河川球磨川水系川辺川右支川掛迫川(掛橋谷川)] 

   下流 左岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村乙
おつ

字掛
かけ

迫
さこ

地内 

      右岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村乙
おつ

字掛
かけ

迫
さこ

地内     から 

   上流 左岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村乙
おつ

字掛
かけ

迫
さこ

地内 

      右岸 熊本
くまもと

県球磨
く ま

郡五木
い つ き

村乙
おつ

字掛
かけ

迫
さこ

地内    まで 
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